
人工林の恒続林誘導のための針広混交林化に関する調査（R1～5） 

 

和口美明・髙田敦史 

 
１．はじめに 

奈良県では、長引く木材価格の低迷により森林所有者の経営意欲が低下し、手入れの行き届かない

人工林が増加している。水源かん養機能、土壌保全機能、生物多様性保全機能など、森林の持つ多面

的機能に対する県民の期待はますます大きくなっているが、手入れの遅れた人工林ではそれら多面的

機能は十分に発揮されない。 
今後の手入れが期待できない人工林において多面的機能を継続的に発揮させるには、天然力を活用

した広葉樹の導入により針広混交林へと誘導する方法が有効である。具体的には、手入れの遅れた人

工林の林床光環境を強度間伐、列状間伐、群状間伐等によって改善し、広葉樹の侵入、発芽、定着、

成長を促し、針広混交林へと誘導する。 
これらの目的を実現するためには、対象とする人工林内に①前生稚樹が多いこと、②更新阻害要因

が少ないこと、という 2 つの要件を具備している必要がある。それゆえに、奈良県において針広混交

林化を図るためには、まず、県内のスギ・ヒノキ人工林がこれらの要件を備えているか、そして、ど

のような人工林が針広混交林化に適しているのかを明らかにする必要がある。 
そこで本調査では、スギ・ヒノキ人工林内の下層植生を調べ、奈良県内の人工林が上記 2 要件を具

備しているかどうかを明らかにするとともに、針広混交林化が可能な人工林の林況（樹種、林齢、密

度、施業履歴、成長量）や地況（標高、傾斜、斜面位置、地形）を検討する。 
 
２．材料と方法 

2.1 既存データの収集 
 奈良県が実施している施業放置林整備効果調査や、林野庁が実施し結果を公表している森林生態系

多様性基礎調査など、県内スギ・ヒノキ人工林を対象に実施された林内下層植生調査の結果を収集し、

整理する。併せて、天然更新によって成林した林分の調査結果を収集し、針広混交林へ誘導する際に

侵入・定着が期待される樹種を検討する。 
2.2 新規データの収集 
既存データにおいて、高齢級林分など特にデータ数が足りない部分を現地調査によって追加収集す

る。 
 
３．結果と考察 

3.1 既存データの収集 
 令和 2 年度は、林野庁が平成 21～25 年度に実施した森林生態系多様性基礎調査第 3 期の中から、

天然更新によって成林したと思われる林分を抽出し、出現樹種を調べた。まず、調査項目の「発達段

階 1a」が「天然 2：天然更新（施業なし）」に分類されている 33 箇所を天然生林として抽出した。そ

して、それらのうち調査項目の「発達段階 1b」が「初：初期」に分類されている 4 箇所（ID：290032、
290093、290191、290224）と、植栽木と思われる樹種（スギ、ヒノキ、ヤマハンノキ）の相対優占

度（調査森林ごとに算出した樹種別の胸高断面積合計の割合）が 50％を超える 5 箇所（ID：290067、
290068、290165、290171、290207）を除外した残り 24 箇所の調査結果を使用した。出現樹種は表

のとおりである。出現した樹種数は 111 種（針葉樹：8 種、広葉樹：103 種）であった。 
3.2 新規データの収集 
 令和 2 年度は、川上村内に生育する林齢 100～200 年生のスギ・ヒノキ人工林 5 林分に調査区を設

定し、調査区ごとに林況および地況を調査した。令和 3 年度は、引き続き同様の調査を実施し、デー

タを追加する。 
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コンテナ苗生産技術の検討（H29～R2） 
国補：林業普及情報活動システム化（林業試験研究情報調査） 

 

久保 健・河合昌孝 

１．はじめに 

全国的に皆伐・再造林を進め、かつ主伐・再造林・保育に要する経費を低く抑えるため、林野庁が提案する「一

貫作業システム」では、施工性・活着性に優れている「コンテナ苗」の活用を促している。 
コンテナ苗は先進的に九州で生産技術の向上や生産拡大、安定供給のための取り組みが進められ、近年四国・中

国地方においても再造林が進む状況となり、コンテナ苗の生産が増加している。また、近隣府県でもコンテナ苗生

産体制確立が急がれている。 
このような状況に加えて、本県においては、令和２年４月に「奈良県森林環境の維持向上により森林と人との

恒久的な共生を図る条例」が施行され、これに基づき令和３年度から従来の針葉樹（スギ・ヒノキ）の施業放置

林を対象として、地域の特性に応じた種類の樹木が異なる樹齢・高さで存在する、いわゆる「混交林」へ誘導する

施策・事業の実施が予定され、ここで必要とされる地域の環境に応じた広葉樹の種苗について、コンテナ苗による

育苗の可能性・生産技術の普及が急務となった。 
令和２年度に本課題において、県内種苗生産者の広葉樹コンテナ苗種苗の安定生産・供給を図るため、先進地（徳

島県上勝町・三重県大台町）において生産状況調査を行いコンテナ苗生産方法に関する情報を収集するとともに、

本センターにおいてコナラ・ミズナラ・キハダについてM スターコンテナ(宮崎県開発)による試験育苗を行った。

また、前年度に引き続きスギ挿し木コンテナ育苗について行った。 
 

２．材料と方法 
①先進地におけるコンテナ苗の生産技術の調査 

今年度は、上述の針葉樹人工林の施業放置林を混交林へ誘導する際に必要となる広葉樹種苗の先進事例２箇所に

ついて調査した。 
②広葉樹コンテナ苗(コナラ・ミズナラ)の試験育苗 

令和元年度 11 月にコナラ・ミズナラ堅果(採取地：野迫川村)を播種した M スターコンテナ苗を５月末時点の

苗高により３グループ(大>20 ㎝、中 20><10cm、小<10cm)に分け、６月上旬及び９月上旬にハイコントロール 085
（100 日タイプ ジェイカムアグリ社）を施用（２ｇ/コンテナ）し、その後の成長を観察した。 

③母樹の増殖を目的としたM スターコンテナによる挿し木育苗 
本県室生育種園に植栽された少花粉スギ９系統について、春挿し（４月上旬）を行い、発根後（同年９月中旬）

M スターコンテナ化を行い、温室内にて育苗した。 
 

３．結果と考察 
①先進地におけるコンテナ苗の生産技術の調査 

徳島県上勝町：上勝町高丸山周辺の「高丸山千年の森」において、平成 16～19 年度に広葉樹コンテナ苗(マルチ

キャビティ) の植栽を実施した。コンテナ苗生産は、森林総合研究所から情報提供を受け、上勝町広葉樹苗木生産

組合が実施した。中心的に活動した生産者から、ア．地域に従来分布しない樹種を供給しないよう考慮したこと、

イ．発芽率が高い種子が得られる母樹の探索が容易でないこと、ウ．樹種によって育苗特性が異なり灌水や施肥に

ついて試行錯誤を重ねたこと、等の情報を得た。 
三重県大台町：平成 16 年９月の台風により発生した土砂災害を契機として、皆伐後の未造林地や災害発生地に対

して、多様な生態系を維持した森林の回復を目的として、その地域に自生する樹木の種子から得られた「地域性苗

木」を、大台町苗木生産協議会(事務局：宮川森林組合)が平成 20 年から多様な広葉樹苗木(ポット苗)生産している。

生産者から、ア．遺伝子の攪乱を招かぬよう会員が地域で種子採種を行っていること、イ．自然に近い条件での育

苗を心がけ、化成肥料等を使用せず３年程度で得苗すること、ウ．多様な樹種を会員が分担して育苗していること、

等の情報を得た。 
②広葉樹コンテナ苗(コナラ・ミズナラ)の試験育苗 

育苗の結果、いずれも９月上旬の時点で、伸長成長が完了した。コナラでは、大 90％以上、中 80％以上、小

55％が、苗高 40cm 以上に達した。ミズナラでは苗高 40cm 以上に達したのは、大 75％以上であったが、中 40％
以上、小 20％に留まった。苗高が 30cm 以上については、11 月末には根鉢が充実しており、種子の採取から概ね

１年での得苗が可能であることが判った。 
③母樹の増殖を目的としたM スターコンテナによる挿し木育苗 

令和２年４月に挿し付け同年９月にコンテナ化した少花粉スギ９系統(216 本)は、露地挿しで約94%、温室内プラ

ンタ挿しで 97％の発根率であり、前年度の結果と併せて春挿しから約１年半で得苗できることが確認された。 
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